
 

4.  おわりに 

造粒時の加水量を変えることで顆粒の大きさをコ

ントロールでき、得られた顆粒は焼成・水中浸漬の

工程を経ることで、崩れにくくなることがわかった。

このように崩れにくい顆粒となる原因については現

在調査中である。本研究で得られたハイドロタルサ

イトの顆粒は、リン等の吸着除去・回収用の吸着材

として活用されることが期待される。 
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